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・学校生活の楽しさ ・学校行事などへの参加の度合い ・若手教員の在籍率（小学校）

・授業の楽しさ ・子どもの中学校卒業後の進路期待 ・要保護家庭児童・生徒在籍率

・自己効力感 ・子育て観 ・校内暴力発生件数

・学習意欲（内発的動機付け：ほめられること） ・子どもの進学資金の蓄え ・高等学校全日制課程進学率（中学校）

・授業中の学習態度（特に中学校） ・保護者の社会的・文化的活動への参加 ・学力実態把握システム（小学校）

・通塾 ・教科に対する意識把握システム（中学校）

・家庭学習の習慣づけ ・特色ある取組み

・生活習慣の定着 ・教職員集団の意識、雰囲気

・子ども専有の持ち物の保有度 ・基礎学力定着のためのシステム

・子育ての様子（子育て関与のあり方）

・家庭の環境




　
本章では，第３章「生活調査」，第４章「保護者調査」，第５章「学校調査」で明らかとなった学力との関係を包括的に捉え、児童・生徒の学力向上を図るために学校の取り組むべきことをまとめる。
今回の調査において、「生活調査」「保護者調査」「学校調査」の結果から、学力との関係が明らかとなった項目を整理してみると、以下の表のようになる。


　
【１】生活調査結果から

小・中学校とも学力上位層の傾向として、
①「学校生活が楽しい」と感じている児童・生徒の割合が高く、特に小学校でその傾向は顕著である。

②「授業が楽しい」と感じている児童・生徒の割合が高い。
③「リーダーになってみんなを引っ張る方」「みんなの前でもはっきり自分の意見が言える方」「学校の勉強には自信を持っている」「他の子よりも多くのことを知っている」等、自己効力感の高い児童・生徒の割合が高い。
④「ほめられるとやる気が出る」という内発的動機で学習意欲を高めている児童・生徒の割合が高く、「勉強するのはよい成績を取るため」という外発的動機をもっている児童・生徒は、学力下位層に多い傾向がある。

⑤ 授業中の「聞く態度」「ノート記録」「プリント整理」「分からない時に質問するなどの対応」等の学習態度が身に付いている児童・生徒の割合が高く、特に中学校において学力との関係が大きい。
⑥ 通塾状況と強い関係がある。
⑦「家庭学習の習慣づけ」がしっかり身に付いている児童・生徒の割合が高く、通塾児童・生徒においても、家庭学習の習慣づけがきっちりとできている場合に、その効果が認められた。

⑧「朝起き」「朝食」「学校の用意」など、基本的生活習慣の身に付いている児童・生徒の割合が、比較的高い。

⑨ 学習机を除く、携帯電話、ＣＤプレーヤー、ＤＶＤプレーヤー等自分の専有物の保有度が、学力下位層の児童・生徒より低い。

⑩「小さい頃の絵本体験」「博物館や美術館へ連れて行ってもらった」「勉強をみてもらった」「学校での様子を聞いてくれる」等、保護者の子育て関与が豊富な児童・生徒の割合が高い。
⑪「家に参考書や辞典がある」「家の人がコンピュータを使っている」「学校や地域の活動に家の人は参加している」等、家庭環境が整っている児童・生徒の割合が高い。
【２】保護者調査結果から
小・中学校とも学力上位層の傾向として、
① 「学校行事やＰＴＡ活動」に関し、保護者の参加が活発な傾向がある。

② 子どもの中学校卒業後の進路について「高学歴」を期待する保護者の割合が高い。

③ 子育てをする上で「基本的生活習慣」を大切に考えている保護者の割合が高い。

④ 子どもの進学資金（教育費）を「意識的・計画的に蓄えている」保護者の割合が高い。

⑤ 学力上位層では、「ＰＴＡ活動」「地域活動」「スポーツや趣味」等、社会的・文化的活動に保護者は活発に参加している。
【３】学校調査結果から

学力上位層の多い学校の傾向として、
① 特に小学校において、「教職経験年数４年未満の教員数」が少ない学校の割合が高い。

② 小・中学校とも、「要保護家庭児童・生徒在籍率」が低い。
③ 小・中学校とも、「校内暴力発生件数」が低い。
④ 中学校においては、「高等学校全日制課程への進学率」が高い。
⑤ 小学校においては、「学力実態把握」に積極的に取り組まれている。
⑥ 中学校においては、「教科に対する意識把握」に積極的に取り組まれている。
⑦ 小・中学校とも、「朝読書」「スキルタイム」「漢字検定・英語検定」「学校独自の問題集を作成」「授業評価」「小・中いきいきスクール」等、学力向上に関わる「特色ある教育活動」に多数取り組んでいる。中でも「学校独自の問題集を作成」が最も学力との関係が深く、「朝読書」は特に小学校、「授業評価」「小中いきいきスクール」では、中学校において、関係が深い。
⑧ 小・中学校とも、「日常的に学力向上が話題になる」、よい雰囲気の教職員集団が形成されている。
⑨ 小・中学校とも、「基礎学力定着のためのシステム」が整っていればいるほど、学校の学力が高い。
【４】学力に影響を与える要因

上記の学力と関係のあった項目を右の変数を用いて、その影響の方向を図に表してみることにした。
矢印が、影響を与える方向である。
(1) 小学校６年生の学力を規定する要因

　　はじめに、小学校６年生の「学力」に影響を与える要因の関係を図に表した。矢印の起点となっているものは、「学校の取組み」「家庭の環境」「子育ての様子」「保護者の子どもの進路に対する希望」

等が影響の大きい要因となっていることがわかる。
　

                                          　　　　　　　　　　　　　　※重回帰分析による
　　　　上の図からは、各変数（項目）が複雑に絡み合っていることが分かる。

· 学校教育の学力規定要因については、「学校の取組み」は、直接的に児童の「学力」に影響を与えるとともに、児童一人ひとりに自信を持たせ、「自己効力感」を育てることを通して、間接的に学力に影響を与えている。また、「家庭学習の習慣付け」を指導することを通しても、間接的に学力に影響を与えていることがわかる。

· 家庭教育の学力規定要因については、「家庭の環境」や「子育ての様子」が直接的に児童の「学力」に影響を与えるとともに、「包み込まれ感」や「自己効力感」をはぐくむことを通し、また、「家庭での学習習慣付け」「家庭での生活習慣付け」を通して、間接的に学力に影響を与えていることがわかる。また、「保護者の子どもに対する進路希望」も、学力に直接的に影響を与えるとともに、「家庭での学習習慣付け」「家庭での生活習慣付け」を通して、間接的に学力に影響を与えていることがわかる。
これらのことから、学校が各教科、領域、道徳等の時間を通じ行う全教育活動の改善とともに、家庭との連携を通して間接的に児童の学力向上を図る総合的な方策を具体化することが特に重要であることがわかる。
(2) 中学校３年生の学力を規定する要因

　　　　次に中学校３年生の学力に影響を与える各要素の関係を図に表したのが、次の図（図6-4-2）である。


                                         　　　　　　　　　　　　　　
※重回帰分析による
· 上の図では、小学校６年生には見られなかった特徴が表れている。まず、学力形成の要因として「学習態度」が新たに加わっている。このことは、当然のことながら小学校６年生において「学習態度」という要因が重要でないということを意味するものではなく、中学校においては教科担任制の下で特に学習に取り組むに当たっては、学習に向かう姿勢や態度の自立が重要となり、その結果、大きな要因となって浮かび上がってきたものと捉える。
次に、「自己受容感」という要因が新たに加わっている。中学生という発達段階においては、「自信喪失」や「自分がどう思われているか」人の目を気にする等の感情が、学力にも大きな影響を与える要素になってきている。
· また、この図で見る限りにおいては、「学校の取組み」から「学力」に向かう矢印がない。しかし、これについては中学生の発達段階においては、小学生とは異なり、学校にいる時間や先生に教えてもらうことが全てではなく、学習に対する自立が、「学力」により大きな影響を与えていると捉えることができる。中学校においても授業改善等の学力向上の取組みが重要であることは、言うまでもない。
· 上の図において、学校教育の学力規定要因については、「学校の取組み」は、生徒の「学力」に直接的に働きかけるよりはむしろ、「学習態度」や「家庭学習の習慣付け」をとおして間接的に「学力」に影響を与えていることがわかる。生徒自身の「自己受容感」や「包み込まれ感」は、「学力」にも直接的に影響しているが、ともに「学習態度」をとおして、間接的に「学力」に影響を与え、「包み込まれ感」は更に「生活習慣付け」をとおして「学力」に影響を与えている。

· 家庭教育の学力規定要因については、「保護者の子どもに対する進路希望」や「家庭環境」は、「学力」に直接的に影響を与えるとともに、「自己効力感」や「家庭での学習習慣付け」「家庭での生活習慣付け」をとおして、間接的に「学力」に影響を与えていることがわかる。また、「子育ての様子」は「学習態度」や「自己効力感」、「家庭での学習習慣付け」や「家庭での生活習慣付け」をとおして、間接的に「学力」に影響を与えていることがわかる。
· 中学校においては、授業改善等の取組みとともに、学習態度や自己効力感を育て、生活全般や学習に対する自律心を養い、自学自習力を育てる指導が求められるといえる。その点では、中学校においてこそ、その発達段階を踏まえて、生徒の学習活動の基盤となる内的動機を重視した指導の充実、学習意欲を高める工夫が必要であり、併せてこの観点からより一層の家庭・地域との連携が求められる。

【５】学校に求められる取組み

　　　　以上のことを基に、学校に求められる取組みを下の図（図6-5-1）にまとめ、本調査のまとめとする。






















第６章　全体の分析

















































































































図6-4-1





子どもへの進路期待





生活習慣付け





家庭学習の習慣付け





教育への関心


学校への関心


子どもの成長への関心





(1) 生活調査　　　　　


　①「自尊感情」　　・包み込まれ感　・自己効力感　・自己受容感


　②「学習態度」


　③「家庭での学習習慣」


　④「家庭の関わり」　　・子育ての様子　・家庭の環境


(2) 保護者調査


①「保護者の進路希望」


②「保護者の社会的・文化的活動」


(3) 学校調査


①「要保護家庭児童・生徒在籍率」（要保護率）


②「学校の取組み」
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図6-4-2
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